室蘭の戦時下強制動員について

1. 日本の戦時下労働動員

①　歴史

日本は、1931(S6)年9月18日の柳条湖（りゅうじょうこ）の鉄道爆破以来 中国への侵略戦争を開始し、1937年7月7日には中国との全面侵略戦争へと突入していきます。1941(S16)年12月8日には、宣戦を布告しアジア・太平洋地域の全面戦争へと拡大しました。

戦争を開始したころ日本政府と軍部は、外国を攻めることとしか考えていませんでしたから、本土防衛など念頭に無く、やっと1941(S16)年7月にはじめて防空総司令部を設置しました。

日本政府は、1938(S13)年4月に国家総動員法を制定し、1939(S14)年7月に国民徴用令を発布し、1939(S14）年7月28日の国家総動員計画の閣議決定をもって朝鮮人に対する戦時労働動員を開始しました。

日本が占領していた朝鮮や台湾から多くの人が狩り出され、国が許可した民間企業や軍工事で強制的に働かせる戦時強制動員が始まったのです。日本の支配下にあった朝鮮、台湾から多くの人々が、日本や樺太、千島、南方など異国の地に送られただけではなく、朝鮮国内、日本の支配下にあった中国東北部にも送られました。また、朝鮮と台湾の若者が日本兵や軍属として戦地に動員されました。同時に、多くの日本人も兵士としてだけではなく、徴用され労働者として動員されました。

また、国際法に違反して、中国人や連合軍捕虜を労働力として使いました。

1941(S16)年8月　労務緊急対策　閣議決定　(国民勤労動員強化策)

1942(S17)年2月　重要事業場管理令　

1943(S18)年1月　生産増強勤労緊急対策

1944(S19)年2月　緊急国民勤労動員方策要綱　閣議決定

　　　　　　　　　　①　国民登録制の確立

　　　　　　　　　　②　国民徴用運営の改善

　　　　　　　　　　③　学校在学者の勤労動員

　　　　　　　　　　④　女子の勤労動員

②　室蘭に強制連行された外国人の数

　　朝鮮人　　　　 3454人以上
 

　　中国人 　　　　1861人ぐらい

　　連合軍捕虜　  約600人
   1944(S19)年6月芦別に移動

2. 室蘭の歴史と戦争

①　室蘭の軍事的位置

「室蘭は八幡と並びわが国の重要な鉄鋼生産地であった。ここには日本製鉄の工場と日本製鋼室蘭製作所があり、両工場ともわが国戦争遂行上欠くことのできない枢要な地位を占めていた。」

1941(S16)年7月 独立高射砲第18中隊を配備

1943(S18)年夏　独立防空第32大隊

　　　　　　　　　高射砲中隊4 、照空中隊2、津軽要塞重砲兵連隊第3中隊(野砲4問)、

　　　　　　　　　歩兵第26連隊の1個中隊、特設警備第355大隊、

　　　　　　　　　別に、飛行第63戦隊の一部が防空にあたった。

1943(S18)年8月19日　室蘭防衛司令部の編成命令

　1943(S18)年8月25日　陸軍大臣東條英機は、陸軍省局長会議で室蘭の防空強化を指示

  1945(S20)年3月18日　第8独立警備隊を室蘭に編成

　　　　　　　　4月末　 室蘭飛行場(通称　八丁平)北側天神山付近に陣地構築

②　 疎開生産について(日本製鋼所室蘭製作所の場合)

　砲身素材製造施設　機会台数447台　室蘭市内茶津山と構内サイレン山　工事S20.6.8～S20.6.30

　兵器、航空機部品製造施設　夕張郡長沼村(昭和レンガ)  移転　S20.7.4～S20.9.30完成予定

　精密機械　　　　　　茶津町4番地と構内サイレン山　地下施設 S20.8.31完成予定

　電気設備　　　　　　茶津町4番地と構内サイレン山　地下施設 S20.9.30完成予定

  兵器製造付帯設備　　茶津町4番地(構内)　　　　　　 半地下施設 S20.7.31完成予定

3. 室蘭に来ていた朝鮮人労働者とその数

　①　地崎組で、室蘭工大の右側の山を崩す仕事をした。飯場は新しく建てた細長い形をしていた。1944(S19)年5月ころ逃走した。

  ②　室蘭へは「岸本」という朝鮮人をたよって来た。「米田」という同朋に紹介されて栗林が請け負っている日鉄の仕事をした

　③　1937(S12)年に来日、室蘭で朝鮮料理屋をやりながら、市や特高の通訳をしていた朝鮮人の話しとして、室蘭には、1943年当時5000人くらいの朝鮮人がいたと語られている。

　④　強制連行朝鮮人の数

　　　　室蘭港運株式会社　(1945年1月動員計画数　)　　100人

　　　  室蘭石炭港運株式会社　(1945年1月動員計画数)　150人

　　　  日鉄室蘭港運株式会社　(1945年1月動員計画数)　350人　46人(1945年6月末現在数)

　　 　 日本通運株式会社室蘭支店　(1945年1月動員計画数)　50人　(合計　160人)

　　　　　　　　1943(S18)年3月　一回目動員67人

　　　　　　　　1944(S19)年　　　二回目動員13～14人

　　　　　　　　1945(S20)年3月　三回目動員　合計　160人

　　　　　　　　この外に、朝鮮人自由労務者が90人　合計250人

　　　　　　　　逃亡者が5～6人、病死者が一人いた。(日通の全労働者は800人程度)

　　　  日本製鋼所室蘭製作所　　(1945年6月末現在数)　405人

　　　  日本製鉄輪西製鉄所　(1945年6月末現在数)　　 2248人

　　　　　　　　1942年から44年にかけて、十期に分けて訓練生という名目で朝鮮人を連行してきた」「一期ごとに300人ずつまとめて十期まで連行した」「逃亡した人もずいぶんいます。3000人連れてきて、最後は2000人もいなかつたでしょう」

4. 日本製鉄輪西製鉄所と朝鮮人

①　「特殊労務者　4,980人」の内訳

　　　　　　学徒　男　　  809人

　　　　　　学徒　女　 　 149人

　　　　　　朝鮮人工員　2,248人

　　　　　　女子挺身隊　　106人

　　　　　　新規徴用工　1,250人

　　　　　　養成工　　　　480人

　　

②　日本製鉄輪西製鉄所における朝鮮人労働者の労働実態

A「1941年4月、輪西に連行されてから6ヶ月間は外出を一切許されず、朝は5時起き、夕方6時まで働いた。勘定が6ヶ月払いだったので、途中で逃げるものは一文無しであった」

B「私の郷里の慶尚南道に、日鉄は労務課の整員係を常駐させて募集をやっていた。その対象は、郡当局が推薦する人たちで、だいたい小学校ぐらいは出ているひとで、その推薦がなければ応募もできない仕組みです。」

「朝鮮人寮は、協和寮というのが第一から第六まで在って、一つに三百人あまり入れていました」「はじめは連行してくる毎に一期ごといれていたのが、後には職場単位に入れるようにしました。窓には桟があるし、寮ごとに2メートルぐらいの板塀で囲ってあって、出入りは集団です。部屋は10畳間に18人ずつ、床は板張りで、真ん中にストーブがあり、両側に三段ずつ棚が作ってあってそこに寝る」「日鉄は``技術をおぼえさせる’’というふれこみでわれわれをつれてきたんだが、結局は技術らしいものは身につけさせませんでした」「はじめは二年間という契約だったんだが、ほとんど二年では帰らせてくれませんでした」「逃亡した人もずいぶんいます。3000人連れてきて、最後は2000人もいなかつたでしょう」「職場の行き帰りは、緑の濃い南京袋みたいな服」

「日鉄構内には、一般の飯場の労働者もずいぶん入っていて、1000人ではきかない数がいたんじゃないでしょうか。大林組、地崎組、小笠原組、菅原組なんかの名前を聞きました。」「私は、陸運部陸運課の操車係で手旗振りをやらされていたんだが、汽車にひかれて死んだ者もいましたね」

5. 北海道空襲と室蘭の艦砲射撃

1945(S25)年7月14日、7月15日の二日間北海道各地に連合軍による北海道爆撃が行われた。

室蘭は、7月15日　戦艦4、巡洋艦2、駆逐艦8の合計14隻から1千発を超える砲撃が約1時間行われた。

①　室蘭全体の被害

   　 死亡　393人

　　　　重傷　107人

　　　　軽傷　 57人

   　　 全壊　　344戸

　　　　半壊　　799戸

②　日本製鉄の被害

　　　構内の死亡者数

　　　　　　                       (この外に、重傷8人、軽傷13人がいる)

                                   (訓練生5人が朝鮮人の少年と思われる)

1945(S20)年7月14日　空襲　日本製鉄所構内に爆弾3個投下　被害無し

　 1945(S20)年7月15日  艦砲射撃　構内311発着弾、従業員家族182名死亡(うち従業員は83名)

	
	職員
	傭工員
	学徒
	訓練生
	港運
	美唄挺身隊
	真野組
	合計

	男
	4人
	47人
	0
	5人
	7人
	12人
	1人
	76人

	女
	2人
	 2人
	0
	0
	0
	0
	0
	 4人

	計
	6人
	49人
	0
	5人
	7人
	12人
	1人
	80人


　 日本製鉄の構内では80名ぐらいが死亡、いずれも遺体は青年学校;に運ばれ棺に納めた。

③　日本製鋼所の被害

　1945(S20)年7月15日　9:37～10:40

    工場構内　40サンチ砲弾　64発　　社宅地区　40サンチ砲弾　130発

    死亡　112名　負傷　88名

5. 室蘭で死亡した朝鮮人

　1945(S20)年7月15日の艦砲射撃により、日本製鉄輪西製鉄所で死亡した朝鮮人の訓練生5人のほかに室蘭で死亡した朝鮮人について次のようなはなしがあります。

①　日本通運株式会社室蘭支店　逃亡者が5～6人、病死者が一人いた。

②　日本製鉄で「私は、陸運部陸運課の操車係で手旗振りをやらされていたんだが、汽車にひかれて死んだ者もいましたね」

③　艦砲射撃で日鉄の朝鮮寮の近くに爆弾が落ちて、爆風で朝鮮人が十数人死んだと聞きました。

④　仏坂にあった鉄道工業のタコ部屋で朝鮮人6人が虐殺されたという話しがある。室蘭に配置されていた憲兵伍長「高山」崔翼宇が鉄道工業に制裁を加えた

6. まとめ

　室蘭の遺骨へんかんにあたり、ご遺族にお伝えする必要最低限の情報として、犠牲となった人たちが何故室蘭に来たのか、どのようなことで亡くなったのかを説明し、また、私たち自身もそのことを知る必要を感じてこの文書を作成しました。急なにわか勉強で作成したため、多くが「出典」からの引用であり、十分な検証をしていません。多くの誤りや不足があると思われます。どうかご指摘をお願いします。東アジアの人々と和解をすすめるためには、私たち自身の歴史を知る必要をあらためて感じています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(この章担当　小林久公)

� 1945年6月の在籍が公表されている数に日鉄の未払金者595人を加算


� 「室蘭戦災誌」　(1983(S58)年発行　室蘭市教育委員会)P54


� 前掲書　P60　(アメリカ人、イギリス人、オランダ人、インドネシア人)


� 防衛研究所戦史室刊　「戦史叢書第98巻」　1979年発行(P:89) (P:369)


� 「日本製鋼所社史資料」(下巻) 1978年発行　札幌中央図書館所蔵 (P:229 ～ 234)


� 「朝鮮人強制連行強制労働の記録　北海道、樺太、千島編」(朝鮮人強制連行調査団1974年10月発行)( P237 高　慶得さん) 札幌中央図書館所蔵


� 前掲書(P317 姜明奉さん)


� 前掲書(P314 李鍾文(岩本晃一)さん　


� 前掲書(P315 白善鍾さん)及び(P305　崔　啓光さん)と「北海道と朝鮮人労働者」(北海道　朝鮮人強制連行実態報告書) (p:174)


�　日鉄社史(1959年刊)(筆者未確認) 


� 「朝鮮人強制連行の記録」(朴慶植　1965年発行　未来社)


� 「朝鮮人強制連行強制労働の記録　北海道、樺太、千島編」(P305(崔　啓光さん)(1925年生　慶尚南道出身　1943年5月室蘭に　第4期生)


� 「室蘭戦災誌」　(1983(S58)年発行　室蘭市教育委員会)P8





� 「室蘭製鉄所50年史」(1958(S33)年7月発行) 札幌中央図書館所蔵


� 「室蘭戦災誌」 P234


� 「日本製鋼所社史資料」(下巻)


� 　これらの話しの出典はいずれも「朝鮮人強制連行強制労働の記録　北海道、樺太、千島編」


P305、P315～P317





